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地震動の加速度振幅と継続時間が河川堤防の変形に及ぼす影響 
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要 約 

信濃川中流域を対象として2次元有効応力解析プログラムLIQCAを用いて、過去の被害事例
の再現を試み、河川堤防の被災メカニズムの推定を行った。さらに、1964年新潟地震、2004
年新潟県中越地震、2007年新潟県中越沖地震の推定地震動波形を用いて、地震動の継続時
間や加速度振幅の大きさが、液状化発生による河川堤防の被害にどのような影響を及ぼす

かについて検討を行った。その結果、液状化に伴う河川堤防の変形は、地震動の加速度振

幅だけではなく、地震動の継続時間にも大きな影響を受けることが明らかになった。 
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